




ジョン・ラウデン 瀧口美香 訳 




































































図 2  
ロッサーノ、大聖堂 
「ロッサーノ福音書」 
























































図 3  
パリ、ルーヴル美術館「聖師父ミナ」（板絵） 















   
写本は、1906 年にカイロで購入された。装丁板については、1913 年、1914 年にモーリが出版し
たが、それ以降この装丁板についての研究は、ほとんどなされてこなかった。装丁板は中に綴ら
れているギリシア語福音書写本よりもあとの時代のものである。モーリは、装丁板はおそらく 7
世紀か 8 世紀に制作されたものであると言っているが、6 世紀末または 7 世紀の制作であろう。
絵の具が厚く表面に塗られていて、もろくなっているが、非常によい状態で保存されている。 

















































図 5 ニューヨーク、メトロポリタン美術館 
 
  
図 6 ニューヨーク、メトロポリタン美術館とルーヴルの断片（復元） 
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 現在ニューヨークのメトロポリタン美術館に所蔵されている二枚一組の銀板は、大きさが 27.5 















































図 8 ワシントン、ダンバートン・オークス 
 
二枚の板は、まったく同じというわけではないが、非常によく似ている。保存状態がよい方の装















 シオン宝物の銀板のうち二組目のペアは、はるかに大きく、37.5 x 30 cm で、重さは、1.5 倍
以上である（図 9）。 
 
    




























 アンタルヤ美術館の断片には、キリストが表されている（図 10）。 
 
 
図 10 アンタルヤ、考古学博物館（断片） 
















































   


































      
        図 12 モンツァ、大聖堂宝物館 
   









































図 13 ミラノ、大聖堂宝物館 
 










































































































書館所蔵のラテン語写本 9384 番に取り付けられている（図 15）。9384 番は、カロリング朝の福
音書写本で、紫の羊皮紙に銀の大文字で書かれている。写本はジュラの聖リュピサン聖堂にあっ


































図 16 イェレヴァン、「エチミアジン福音書」 
 




















図 17 ラヴェンナ、国立博物館 
  


































































       
      図 18 マンチェスター（ムラノ断片） 
  
























































に挿入されている挿絵で、6 世紀頃のシリア語写本の挿絵を再利用したものである（図 19）。 
 
    
     図 19 ロンドン、大英博物館 
 
図 19 イェレヴァン、「エチミアジン福音書」、 


































付記 本稿は、ロンドン大学コートールド美術研究所教授ジョン・ラウデン氏による講演 The Word Made 
Public, the Word Made Visible: Images on the Covers of Early Christian Books の日本語訳である。ラウデ
ン氏来日に際しては、鹿島美術財団の助成を得た。講演は、2007 年 10 月 13 日、早稲田大学の主催により開
催された。講演通訳ならびに本稿の翻訳は、明治大学の瀧口美香が行った。なお、ラウデン氏は、本講演の
テーマである初期キリスト教写本装丁板について、以下の論文を発表している。John Lowden, “The Word 
Made Visible: The Exterior of the Early Christian Book as Visual Argument,” in: W. E. Klingshirn and L. 
Safran, eds., The Early Christian Book (Washington, D. C., 2007), pp. 13-47. 
